
４　給食センターの愛称・ロゴマークについて

５　地産地消の推進

夏期休業中の給食センターの活用として、地元産の食材を使った調理、加工などに向けた研究を行い、

完成した加工品を給食で使用し、食育につなげます。

○農協や行政が協働し「地場野菜」の使用率向上を目指す

○八王子産山ぶどうをヨーグルトソースに加工して給食に使用

○夏の美味しい時期に収穫した八王子産ブルーベリーを洗浄して

　冷凍保管し、2学期の給食に使用

○地元の規格外の野菜をピューレに加工して給食に使用

　・玉ねぎをあめ色玉ねぎに加工し、ミートソースやカレーに使用

６　災害時の食支援

市の防災計画の中で食支援を行う施設として位置づけ、災害発生後４日目以降、近隣避難所への応急給食を行います。 　配　送　校：　由木中学校　 松が谷中学校 　宮上中学校 　別所中学校 　松木中学校

また、防災訓練として非常事態を想定し、定期的に炊き出しなどのシミュレーションを行う予定です。

○1施設あたり2,500食×2回/日、主食と温かい汁物の提供

○近隣の避難所へ、給食用配送車を用いて配食

○ＬＰガスの厨房機器を配備

○備蓄米庫（2,500食×2回×１日＝500kg程度を確保） 　八王子市 学校教育部 学校給食課

○他の食材については、災害時の食糧等供給に関する協定締結団体に調達を要請して対応 　八王子市 学校給食センター南大沢

　〒192-0364　東京都八王子市南大沢三丁目20番地

  TEL 042-689-4317    FAX 042-689-4315
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ロゴマーク

施　設　紹　介

八王子産山ぶどう

加工した食材を
専用の袋に入れ
シーラーで密封
し、冷凍します。

はちおうじ食育キャラクター

南大沢

八王子市
HACHIOJI    CITY

【効果】

○地元食材を使った加工品の研究

○規格外の野菜の買い取りによる生産者支援

○加工することによる食品ロスの軽減

食支援の内容

食材の確保

オレンジ色

太陽を表す

茶色：大地を表す

水色：水を表す

緑色：自然の恵みを表す

ロゴの形は

八王子の『８』

をイメージ

太陽・水・大地、自然の恵みをいただいて

育った食材でおいしい給食をつくります。

コンセプトは、「八王子の子供（はちっこ）のために

おいしい給食を作る給食センター」です。

給食センターが児童・生徒や地域の方々に親しみを

持っていただけるよう、令和元年度（2019年度）

小中学生を対象に、共通愛称を募集しました。

約１４００の応募の中から、元八王子小学校５年生

（応募当時）古川美空さん考案の「はちっこキッチン」に

決定しました！

愛称

活用事例

はちっこキッチン南大沢
＠hachikko_minamioosawa

給食の写真やレシピなどを投稿

しています！ぜひご覧ください♪

👇給食センター南大沢

アカウント紹介



１　一階　調理場

２　二階　

Ａ 野菜下処理室

野菜や果物を３回洗浄

するため、３槽の流しが

4台あります。処理し終

わった野菜は、隣の煮炊

き室へ窓から渡します。

果物の洗浄には、微酸

性電解水を使用し、表面

を殺菌・消毒します。

D アレルギー調理室

アレルギー原因食品７品

目（小麦・卵・乳・えび・そば

・かに・落花生）を除去した

給食を調理する専用の部屋

です。

一人分ずつお弁当箱に

詰め、該当の生徒へ提供

します。

Ｂ 煮炊き調理室

厨房の主となる調理室

で、煮る、炒める、茹でる

などの調理をする大活躍

の回転釜が７機あります。

一つの釜で約1２00人

分の汁物を調理します。

Ⓖ

Ⓗ

Ｈ 炊飯室

米庫から一釜分ずつ米が送り込

まれ、自動洗米し、設定した水と

ともに炊飯釜に入れます。

ガス炊飯し、最後はふっくらとご

はんをほぐす機械を通り、配缶

します。
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２階平面図 Ｈ

Ｉ はちっこルーム（食育スペース）

調理設備を備えた地域の食に関する活動を支援する

場所として、様々な活動を実施します。

食育スペース活用例

〇キッチンスタジオとして料理教室に活用

○食に関する会議や講演会に活用

○給食を試食できるラウンジとして活用

〇栄養士の講話

Ｉ
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C 和え物室

茹でた野菜を真空冷却

器で冷却し、和え物室で

手作りドレッシングと和

えて配缶し、冷蔵庫で保

管します。

E 揚物・焼物・蒸し物調理室

揚げ物機が１台あります。

揚げ時間と温度を設定

し、自動で調理します。

スチームコンベクション

オーブンが３台あります。

温度とスチーム量、調理

時間を設定し、焼き物、

蒸し物を調理します。

F コンテナプール

給食を各学校のコンテ

ナに入れて、配送トラッ

クに載せます。

洗浄した食器は、コンテ

ナごと熱風保管庫に入

れ、乾燥・消毒ができま

す。

G 洗浄室

各学校から戻ってきた

食器・食缶を自動で洗

浄・すすぎをします。

食器は設定した枚数で

数えることができます。


